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あ
な
た
が
も
し
石
巻
市
長
だ

っ
た
ら
、
未
来
に
「
ど
ん
な
石

巻
市
を

ど
う
や
っ
て

ど
の

く
ら
い
の
予
算
で
」
つ
く
り
ま

す
か
。
こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
は
、

若
者
に
よ
る
チ
ー
ム
だ
け
が
参

加
で
き
る
政
策
コ
ン
テ
ス
ト
で

す
。
７
月
に
合
同
オ
リ
エ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
て
か
ら
政
策

を
考
え
始
め
、

月
に
石
巻
専

修
大
学
で
発
表
し
、
来
場
者
の

投
票
に
よ
っ
て
最
優
秀
チ
ー
ム

を
決
定
し
ま
す
。

対
象７

〜

月
の
活
動
期
間
に
参

加
し
な
が
ら
、

月

日（
日
）

の
発
表
会
に
出
場
で
き
る

歳

か
ら

歳
未
満
の
方
で
、
４
〜

８
人
の
グ
ル
ー
プ
ま
た
は
個
人

申
込
期
限

７
月

日
（
金
）

申
込
方
法

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
申

し
込
み
と
な
り
ま
す
。
詳
し
く

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

□申
・
□問

復
興
政
策
課

（
内
線
４
２
１
７
）

Ｕ
Ｒ
Ｌ

第
一
回
じ
ゃ
ぱ
Ｎ
ｅ
ｅ
ｄ
ｓ

塾
「
多
文
化
フ
ェ
ス
タ
い
し
の

ま
き
」
を
開
催
し
ま
す
。

市
内
に
お
住
ま
い
の
外
国
人

の
皆
さ
ん
、日
本
人
の
皆
さ
ん
、

い
ろ
い
ろ
な
国
々
の
方
々
と
一

緒
に
多
文
化
交
流
を
し
ま
せ
ん

か
。

内
容

・
多
言
語
で
の
絵
本
読
み
聞
か

せ
・
サ
ー
ク
ル
ダ
ン
ス

・
癒
や
し
の
ク
リ
ス
タ
ル
ボ
ウ

ル
演
奏
な
ど

と
き

７
月
８
日
（
土
）

と
こ
ろ

向
陽
地
区
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー

対
象午

前
の
部

大
人
と
子
ど
も

午
後
の
部

大
人

（
託
児
対
応
あ
り
）

定
員午

前
の
部

人

午
後
の
部

人

申
込
方
法

電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
住
所

・
参
加
者
名
・
年
齢
・
参
加
希

望
の
部
を
明
記
）
で
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

申
込
期
限

７
月
５
日
（
水
）

□申
・
□問

地
域
振
興
課

（
内
線
４
２
４
６
）

Ｆ
Ａ
Ｘ
２
２
‐
４
９
９
５

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置

が
義
務
化
さ
れ
て

年
に
な
り

ま
す
。
警
報
器
は
、
古
く
な
る

と
電
子
部
品
の
寿
命
や
電
池
切

れ
な
ど
で
、
火
災
を
感
知
し
な

く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
と

て
も
危
険
で
す
の
で

年
を
目

安
に
交
換
し
ま
し
ょ
う
。
設
置

時
期
は
本
体
に
記
載
さ
れ
て
い

る
「
製
造
年
」
で
確
認
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

定
期
的
に
作
動
確
認
し
、
音

を
聞
き
ま
し
ょ
う
。
ボ
タ
ン
を

押
す
、
ま
た
は
ひ
も
を
引
い
て

作
動
確
認
を
し
ま
し
ょ
う
。

□問

石
巻
広
域
消
防
本
部
予

防
課

☎
９
５
‐
７
１
６
７
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敬老会のご案内 長寿をお祝いします
本年度の敬老会を次のとおり開催します。

対 象 歳以上の方（昭和 年 月 日以前に生まれた方）

ところ 下記一覧表のとおりです。いずれかの会場１カ所に参加できます。

案 内 対象となる方には、７月中旬ころに案内をお届けします。

※アトラクションやささやかなお祝いの品（お菓子）をご用意してい

ます。

□問 福祉総務課（内線2455）

現
在
使
用
中
の
「
介
護
保
険

負
担
限
度
額
認
定
証（
紫
色
）」

の
有
効
期
限
は
７
月

日（
月
）

で

更
新
受
け
付
け
は

８
月
１

日

火

か
ら
行
う
予
定
で
す
。

７
月
中
旬
に
、
自
宅
ま
た
は

入
所
施
設
へ
「
更
新
案
内
」
と

「
申
請
書
」
な
ど
を
郵
送
し
ま

す
の
で
、そ
ち
ら
を
ご
覧
の
上
、

手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
新
規
申
請
に
つ
い
て

は
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

□申
・
□問

介
護
保
険
課

（
内
線
２
４
４
２
・
２
４
３
９
）

各
総
合
支
所
保
健
福
祉
課

要
介
護
・
要
支
援
・
事
業
対

象
者
認
定
を
受
け
て
い
る
被
保

険
者
全
員
に
、
７
月
下
旬
ま
で

に
各
自
の
負
担
割
合
（
１
割
ま

た
は
２
割
）
を
記
載
し
た
「
介

護
保
険
負
担
割
合
証
」
を
送
付

し
ま
す
。

□問

介
護
保
険
課

（
内
線
２
４
４
２
・
２
４
３
９
）

各
総
合
支
所
保
健
福
祉
課

（
仮
称
）
二
子
団
地
復
興
住
宅

の
入
居
者
募
集
（
先
着
順
）
の

受
け
付
け
を
７
月

日
（
金
）

で
終
了
し
ま
す
。

入
居
を
希
望
す
る
方
は
早
め

に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

対
象防

災
集
団
移
転
促
進
事
業
対

象
の
方
で
、
ま
だ
住
宅
再
建
を

し
て
い
な
い
方

※
市
外
で
被
災
さ
れ
た
方
、

半
島
沿
岸
部
の
防
災
集
団
移
転

団
地
の
事
前
登
録
者
は
申
し
込

み
で
き
ま
せ
ん
。

優
先
順
位

被
災
前
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に

配
慮
し
、
優
先
順
位
を
設
け
て

い
ま
す
。

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

□申
・
□問

事
前
登
録
相
談
窓
口

（
内
線
３
９
８
１
〜
３
９
８
３
）

専
用
ダ
イ
ヤ
ル
☎
９
０
‐
８

０
４
１
、
９
０
‐
８
０
４
２

受
付
時
間

午
前
９
時
〜
午

後
５
時
（
土
日
を
除
く
）

真
野
字
内
原
か
ら
雄
勝
町
雄

勝
字
原
を
結
ぶ
県
道
１
９
２
号

石
巻
雄
勝
線
は
、
道
路
改
良
工

事
に
伴
い
、
終
日
全
面
通
行
止

め
を
行
い
ま
す
。
通
行
止
め
期

間
中
、
雄
勝
地
区
へ
の
通
行
は

河
北
方
面
ま
た
は
女
川
町
（
国

道
３
９
８
号
）
を
迂
回

う

か

い

す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
の
で
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

期
間

７
月
１
日
（
土
）
〜
平

成

年
３
月

□問

県
東
部
土
木
事
務
所
道

路
建
設
第
三
班

☎
９
８
‐
３
１
４
５

市
道
路
課
（
内
線
５
６
５

８
）

公
職
選
挙
法
の
改
正
に
よ

り
、
こ
れ
ま
で
行
っ
て
い
た
選

挙
人
名
簿
の
縦
覧
制
度
が
廃
止

さ
れ
ま
し
た
。
併
せ
て
在
外
選

挙
人
名
簿
の
縦
覧
制
度
も
廃
止

さ
れ
て
い
ま
す
。

□問

選
挙
管
理
委
員
会
事
務

局
（
内
線
５
８
２
３
・
５

８
２
４
）

交
通
事
故
な
ど
第
三
者
の
行

為
に
よ
っ
て
負
傷
し
た
場
合

も
、
国
民
健
康
保
険
や
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
で
治
療
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
場
合
の
治
療

費
は
本
来
第
三
者
が
支
払
う
も

の
で
す
の
で
、
一
時
的
に
国
民

健
康
保
険
や
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
で
立
て
替
え
払
い
を
し

て
、
後
か
ら
第
三
者
へ
請
求
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
場
合
に
治
療
を

受
け
る
際
は
、
市
へ
届
け
出
を

し
て
く
だ
さ
い
。
必
要
な
書
類

な
ど
に
つ
い
て
は
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

ま
た
、
介
護
保
険
の
第
１
号

被
保
険
者
の
方
が
、
第
三
者
行

為
を
起
因
と
し
て
介
護
保
険
サ

ー
ビ
ス
を
受
け
た
場
合
は
、
併

せ
て
届
け
出
が
必
要
と
な
り
ま

す
。

□申
・
□問

保
険
年
金
課

内
線
２
３
４
４
）

介
護
保
険
課

内
線
２
４
４
２
）

支
援
団
体
な
ど
が
東
日
本
大

震
災
で
被
災
さ
れ
た
方
を
対
象

に
取
り
組
む
「
心
の
復
興
」
活

動
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

被
災
者
が
地
域
や
人
と
つ
な
が

り
、
生
き
が
い
を
持
っ
て
前
向

き
に
生
活
で
き
る
よ
う
に
な
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
事
業
が
対

象
で
す

（
復
興
庁
の
被
災
者

支
援
総
合
交
付
金
を
活
用
し
ま

す
）

申
込
期
限

７
月

日
（
金
）
午
後
５
時

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

□申
・
□問

復
興
政
策
課

（
内
線
４
２
１
７
）

国
民
健
康
保
険
加
入
者
は
、

歳
に
な
る
と
誕
生
日
の
翌
月

か
ら
（
誕
生
日
が
１
日
の
人
は

そ
の
月
か
ら
）
「
高
齢
受
給
者

証
」
が
交
付
さ
れ
、
保
険
証
と

一
緒
に
医
療
機
関
の
窓
口
に
提

示
し
て
医
療
を
受
け
ま
す
。

高
齢
受
給
者
証
は
毎
年
８
月

に
前
年
の
所
得
に
応
じ
た
負
担

割
合
を
算
定
し
て
更
新
と
な

り
、
有
効
期
限
が
平
成

年
７

月

日
ま
で
の
新
し
い
高
齢
受

給
者
証
を
今
月
中
旬
以
降
に
送

付
し
ま
す
。

原
則
、
住
民
票
の
住
所
へ
送

付
し
ま
す
の
で
、
仮
設
住
宅
な

ど
、
住
民
票
を
移
さ
ず
に
他
居

住
地
に
お
住
ま
い
の
方
は
郵
便

局
へ
の
転
送
手
続
き
（
１
年
ご

と
に
必
要
）を
お
願
い
し
ま
す
。

□問

保
険
年
金
課

（
内
線
２
３
４
７
）

各
総
合
支
所
市
民
生
活
課

・
各
支
所

○
保
険
証
を
７
月
中
旬
に
郵
送

し
ま
す

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
新

し
い
保
険
証
を
住
民
票
の
住
所

へ
郵
送
し
ま
す
。

※
住
民
票
を
異
動
せ
ず
に
他

地
域
に
避
難
さ
れ
て
い
る
方

や
、
住
民
票
の
住
所
以
外
へ
の

郵
送
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
送

付
先
変
更
申
請
手
続
き
を
お
願

い
し
ま
す
。

○
送
付
先
変
更
申
請
と
は

保
険
証
な
ど
、
後
期
高
齢
者

医
療
に
関
す
る
通
知
の
送
付
先

を
変
更
す
る
手
続
き
で
す
。

持
参
す
る
も
の

・
印
鑑
（
ゴ
ム
印
を
除
く
）

・
保
険
証

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
ま

た
は
通
知
カ
ー
ド

・
窓
口
来
庁
者
の
顔
写
真
付

き
公
的
身
分
証
明
書

○
保
険
証
の
色
が
緑
色
か
ら
オ

レ
ン
ジ
色
に
変
わ
り
ま
す

８
月
１
日
（
火
）
以
降
に
医

療
機
関
な
ど
に
か
か
る
と
き

は
、
オ
レ
ン
ジ
色
の
保
険
証
を

忘
れ
ず
に
提
示
し
て
く
だ
さ

い
。

○
保
険
証
返
還
の
お
願
い

有
効
期
限
が
７
月

日（
月
）

と
な
っ
て
い
る
緑
色
の
保
険
証

は
、
８
月
１
日
（
火
）
以
降
に

保
険
年
金
課
、
ま
た
は
お
近
く

の
各
総
合
支
所
市
民
生
活
課
・

各
支
所
ま
で
返
還
を
お
願
い
し

ま
す
。

□申
・
□問

保
険
年
金
課

（
内
線
２
３
４
９
）

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加

入
し
て
い
る
方
に
は
、
７
月
中

旬
に
平
成

年
度
保
険
料
額
決

定
通
知
書
お
よ
び
納
入
通
知
書

を
郵
送
し
ま
す
。
保
険
料
は
平

成

年
中
の
所
得
に
基
づ
い
て

計
算
（
確
定
賦
課
）
し
ま
す
。

年
度
途
中
で
年
齢
到
達
（

歳
）
や
死
亡
し
た
と
き
、
転
入

・
転
出
を
し
た
と
き
な
ど
に

は
、
月
割
計
算
に
よ
り
保
険
料

を
算
定
し
ま
す
。

納
入
通
知
書
が
届
か
な
い
場

合
、
ま
た
は
不
明
な
点
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

□問

保
険
年
金
課

（
内
線
２
３
３
８
・
２
３

４
２
）

各
総
合
支
所
市
民
生
活
課

事
業
の
倒
産
ま
た
は
世
帯
主

の
疾
病
・
解
雇
な
ど
で
、
本
年

の
見
積
合
計
収
入
金
額
が
前
年

の
合
計
収
入
金
額
の

分
の
３

以
上
減
少
し
た
場
合
、
国
民
健

康
保
険
税
（
国
保
税
）
の
減
免

を
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。申

請
の
際
に
は
、
世
帯
全
員

の
平
成

年
分
の
見
積
収
入
が

分
か
る
資
料
お
よ
び
印
鑑
を
持

参
し
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お

申
請
期
限
は
納
期
限
の

日
前
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

※
減
免
に
は
基
準
と
な
る
収
入

額
が
あ
り
ま
す
の
で
、
収
入
が

減
少
し
て
い
て
も
、
減
免
に
該

当
し
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

□申
・
□問

保
険
年
金
課
（
内
線

２
３
３
７
〜
２
３
３
９
・
２

３
４
２
）

各
総
合
支
所
市
民
生
活
課

所
得
が
少
な
い
な
ど
、
保
険

料
を
納
め
る
こ
と
が
経
済
的
に

困
難
な
場
合
に
、
保
険
料
の
全

額
ま
た
は
一
部
の
納
付
が
免
除

さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

昨
年
７
月
か
ら
法
律
が
改
正

さ
れ
、
世
帯
主
の
所
得
を
審
査

対
象
外
と
す
る
納
付
猶
予
制
度

の
対
象
が
、

歳
未
満
か
ら

歳
未
満
の
方
に
拡
大
さ
れ
ま
し

た
。

た
だ
し
、
配
偶
者
が
世

帯
主
の
場
合
は
除
く

免
除
や
猶
予
の
申
請
は
、
２

年
１
カ
月
前
の
月
分
ま
で
で
き

ま
す
の
で
、
希
望
の
方
は
所
得

の
申
告
を
済
ま
せ
、
早
め
に
申

請
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
免
除
や
猶
予
の
期

間
分
は
、
将
来
受
け
取
る
年
金

額
が
減
額
さ
れ
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

申
請
に
必
要
な
も
の

年
金
手
帳
な
ど
基
礎
年
金
番

号
の
分
か
る
も
の
、
印
鑑
、
雇

用
保
険
受
給
資
格
者
証
な
ど

□申
・
□問

石
巻
年
金
事
務
所

☎
２
２
‐
５
１
１
５

市
保
険
年
金
課
（
内
線
２
３

５
３
）

各
総
合
支
所
市
民
生
活
課
・

各
支
所

国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
に

加
入
し
て
い
る
方
に
は
、
平
成

年
中
の
所
得
に
基
づ
き
、
加

入
者
ご
と
に
保
険
税
を
計
算

し
、
７
月
中
旬
に
平
成

年
度

納
税
通
知
書
（
第
４
期
〜
第

期
の
確
定
賦
課
）
を
郵
送
し
ま

す
。

※
納
税
通
知
書
が
届
か
な
い
場

合
、
ま
た
は
不
明
な
点
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
お
住
ま
い
の
地
区

の
国
保
税
担
当
窓
口
ま
で
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

□問

保
険
年
金
課

（
内
線
２
３
３
７
〜
２
３
３

９
・
２
３
４
２
）

各
総
合
支
所
市
民
生
活
課

３ 市報 いしのまき 平成 年( 年)７月１日号３ 市報 いしのまき 平成 年( 年)７月１日号
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●情報公開制度とは

市が保有する公文書を、皆さんからの請求

により公開する制度です。情報の公開によ

り、透明性の高い行政運営を確保し、公正

で開かれた市政を推進します。

●個人情報保護制度とは

市が保有する皆さんの個人情報の適正な取

り扱いや自己情報の開示・訂正等を請求す

る権利に関する制度です。個人の権利利益

の侵害の防止を図り、個人の人格・尊厳の

尊重に寄与します。

●情報公開コーナー（市役所４階）のご案内

開示請求の受け付けや情報公開などに関す

る相談・案内を行っています。また、刊行

物や予算書、市議会会議録、統計書など市

政に関する資料を自由に閲覧することがで

きます。

※資料のコピーもできます。（有料）

利用時間 午前８時 分～午後５時（土日・

祝日を除く）

※各総合支所でも受付・相談・案内を行いま

す。

□問 総務課 内線4036 ・情報公開コーナー

内線4783

Ｎ
Ｈ
Ｋ
・
Ｂ
Ｓ
プ
レ
ミ
ア
ム

の
番
組
「
き
ら
り
！
え
ん
旅
」

で
、
歌
手
の
伍
代
夏
子
さ
ん
が

石
巻
市
を
旅
し
ま
す
。

そ
こ
で
、
伍
代
さ
ん
に
石
巻

市
の
良
さ
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
く

だ
さ
る
方
を
募
集
し
ま
す
。
石

巻
市
の
素
晴
ら
し
さ
を
、
全
国

に
広
め
て
く
だ
さ
い
！

と
き

８
月

日

火

〜

日

木

予
定

対
象お

す
す
め
の
風
景
、
隠
れ
た

穴
場
を
ご
存
じ
の
方
、
伝
統
の

地
元
料
理
や
芸
能
、
自
慢
の
特

技
な
ど
で
も
て
な
し
た
い
方
、

そ
の
他
石
巻
市
の
こ
ん
な
魅
力

を
伝
え
た
い
と
い
う
ア
イ
デ
ア

の
あ
る
方
、
復
興
に
尽
力
し
て

い
る
方
・
グ
ル
ー
プ
な
ど

申
込
方
法

ア
ピ
ー
ル
し
た
い
内
容
と
連

絡
先
を
記
入
の
上
、
郵
送
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。

※
実
際
に
テ
レ
ビ
取
材
を
お

願
い
す
る
場
合
は
、
番
組
制
作

ス
タ
ッ
フ
か
ら
ご
連
絡
し
ま
す
。

申
込
期
限

７
月

日
（
金
）

□申

〒
１
５
０
‐
０
０
４
７

東
京
都
渋
谷
区
神
山
町
５
‐

２
０

神
山
町
小
川
ビ
ル

（
株
）
Ｎ
Ｈ
Ｋ
プ
ラ
ネ
ッ
ト

「
き
ら
り
！
え
ん
旅
」
係

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
‐
３
４
８
５
‐

３
９
８
４

嘗
□問

市
観
光
課

（
内
線
３
５
３
４
）

と
き

８
月

日
（
水
）

開
場
／
午
後
３
時

分

開
演
／
午
後
４
時
（
午
後
５

時
終
演
予
定
）

と
こ
ろ

遊
楽
館
か
な
ん
ホ
ー
ル

申
込
方
法

郵
便
往
復
は
が
き
の
「
往
信

用
裏
面
」
に
郵
便
番
号
・
住
所

・
氏
名
・
電
話
番
号
を
、
「
返

信
用
表
面
」
に
郵
便
番
号
・
住

所
・
氏
名
を
記
入
し
て
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

＊
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選

の
上
、
入
場
整
理
券
１
枚
２
人

分
を
お
送
り
し
ま
す
。

申
込
期
限

７
月

日
（
水
）

□申

〒
９
８
０
‐
０
０
１
２

仙
台
市
青
葉
区
錦
町
一
丁
目

１
０
‐
１
１

Ｎ
Ｈ
Ｋ
プ
ラ
ネ
ッ
ト
東
北

き
ら
り
え
ん
旅

石
巻
市

係

□問

Ｎ
Ｈ
Ｋ
プ
ラ
ネ
ッ
ト
東

北
支
社

☎
０
２
２
‐
２
１

５
‐
１
７
３
２

午
前
９
時

分
〜
午
後
５
時

（
土
日
・
祝
日
を
除
く
）

７
月

日
（
土
）
か
ら
９
月

日
（
日
）
に
開
催
さ
れ
る

Ｒ
ｅ
ｂ
ｏ
ｒ
ｎ
‐
Ａ
ｒ
ｔ

Ｆ

ｅ
ｓ
ｔ
ｉ
ｖ
ａ
ｌ

２
０
１
７

で
牡
鹿
半
島
の
荻
浜
に
オ
ー

プ
ン
す
る
食
堂
「
は
ま
さ
い
さ

い
」
の
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
ま

す
。

業
務
内
容

調
理
・
ホ
ー
ル（
未
経
験
者
、

主
婦
、
主
夫
の
方
歓
迎
）

勤
務
条
件

勤
務
時
間
、
休
日
な
ど
も
相

談
に
応
じ
ま
す
。
詳
し
く
は
Ｅ

メ
ー
ル
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

□申
・
□問

Ｒ
ｅ
ｂ
ｏ
ｒ
ｎ
‐
Ａ
ｒ
ｔ

Ｆ
ｅ
ｓ
ｔ
ｉ
ｖ
ａ
ｌ
事
務
局

「
は
ま
さ
い
さ
い
」
担
当

嘗
□問

市
産
業
推
進
課

（
内
線
３
５
４
８
）

除
染
な
ど
が
必
要
と
な
る
空

間
放
射
線
量
は
、
毎
時
０
・

マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
と
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
市
内
に
お
い

て
放
射
線
量
の
測
定
を
行
っ
た

結
果
、
測
定
地
点
の
全
て
で
、

健
康
に
影
響
を
与
え
る
よ
う
な

数
値
は
検
出
さ
れ
ま
せ
ん
で
し

た
の
で
ご
安
心
く
だ
さ
い
。

※
住
民
持
ち
込
み
に
よ
る
食

品
な
ど
の
放
射
性
物
質
の
簡
易

検
査
お
よ
び
空
間
放
射
線
簡
易

測
定
器
の
貸
し
出
し
を
行
っ
て

い
ま
す
。

□問

環
境
課

（
内
線
３
３
６
６
）

連
続
歴
史
講
座
「
よ
み
が
え

る
北
上
川
河
口
の
歴
史
」
は
今

回
、
「
体
験
講
座

古
文
書
に

見
る
江
戸
時
代
の
家
族
と
相
続

｜
桃
生
郡
橋
浦
村
『
宗
門
人
別

帳
』
を
読
む
」
を
開
き
ま
す
。

と
き

７
月

日
（
土
）

午
後
１
時
〜
３
時

と
こ
ろ

河
北
総
合
セ
ン
タ
ー

「
ビ
ッ
グ
バ
ン
」
視
聴
覚
室

講
師

菊
池

慶
子
（
東
北
学

院
大
学
教
授
）

定
員

人
〔
抽
選
〕

申
込
方
法

申
し
込
み
の
旨
と
名
前
を
記

入
し
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
Ｅ
メ

ー
ル
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

□申
・
□問

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
宮
城
歴
史
資
料

保
全
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

☎
０
８
０
‐
１
６
６
６
‐
５

９
１
９

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
２
‐
７
５
２
‐

２
１
４
３

嘗
□問

市
生
涯
学
習
課

（
内
線
５
０
５
６
）

県
労
働
委
員
会
で
は
、
不
当

な
解
雇
や
サ
ー
ビ
ス
残
業
、
ブ

ラ
ッ
ク
バ
イ
ト
、
パ
ワ
ハ
ラ
な

ど
の
労
働
問
題
に
つ
い
て
、
労

働
者
と
会
社
（
使
用
者
）
と
の

間
で
自
主
的
に
解
決
す
る
こ
と

が
困
難
な
場
合
に
、
話
し
合
い

に
よ
る
解
決
を
お
手
伝
い
す
る

「
個
別
労
使
紛
争
の
あ
っ
せ
ん
」

を
行
っ
て
い
ま
す
。

労
働
紛
争
解
決
に
精
通
し
た

弁
護
士
な
ど
の
あ
っ
せ
ん
員
が

労
使
双
方
の
主
張
や
事
情
を
聞

き
取
り
、
双
方
が
納
得
で
き
る

解
決
を
目
指
し
ま
す
。

ま
た
、
ご
相
談
の
内
容
に
よ

り
、
他
の
適
切
な
機
関
を
ご
紹

介
も
し
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

□問

県
労
働
委
員
会
事
務
局

（
県
庁

階
）

☎
０
２
２
‐
２
１
１
‐
３

７
８
７

市
商
工
課

（
内
線
３
５
２
３
）

と
き

７
月
９
日
（
日
）

午
前

時
〜

時

分

と
こ
ろ

石
巻
中
央
公
民
館
第

１
講
座
室

内
容

環
境
保
全
・
里
山
復
活

・
地
域
振
興
を
踏
ま
え
た
ニ
ホ

ン
ミ
ツ
バ
チ
の
飼
育
と
養
蜂
に

関
す
る
勉
強
会
※
初
心
者
歓
迎

講
師

齊
藤

雄
彌
（
行
政
書

士
、
第
２
回
石
巻
市
創
業
ビ
ジ

ネ
ス
グ
ラ
ン
プ
リ
優
秀
賞
受

賞
）

□申
・
□問

石
巻
市
６
次
産
業
化
・
地
産

地
消
推
進
セ
ン
タ
ー

（
開
成
１
‐
３
５

石
巻
ル

ネ
ッ
サ
ン
ス
館
内
）

☎
９
８
‐
９
３
５
６

市
商
工
課（
内
線
３
５
２
４
）

７
月

日

火

午
後
３
時
ご
ろ

統
計
は
身
近
な
出
来
事
や
社

会
の
動
き
、
自
然
現
象
な
ど
を

数
字
に
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

皆
さ
ん
も
身
近
な
統
計
を
グ
ラ

フ
で
描
い
て
み
ま
せ
ん
か
？

応
募
資
格

第
１
部

小
学
１
・
２
年
生

第
２
部

小
学
３
・
４
年
生

第
３
部

小
学
５
・
６
年
生

第
４
部

中
学
生

第
５
部

高
校
以
上
の
生
徒

学
生
お
よ
び
一
般

パ
ソ
コ
ン
統
計
グ
ラ
フ
の
部

小
学
生
以
上

申
込
期
限

８
月

日
（
火
）

□申
・
□問

総
務
課

（
内
線
４
０
３
８
）

川
の
環
境
を
守
り
、
安
全
で

美
し
い
川
の
せ
せ
ら
ぎ
を
い
つ

ま
で
も
残
せ
る
よ
う
に
、
「
河

川
愛
護
」
と
「
河
川
美
化
」
へ

の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。
な
お
、
河
川
へ
の
ご

み
の
不
法
投
棄
な
ど
を
発
見
し

た
時
に
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

□問

国
土
交
通
省
北
上
川
下

流
河
川
事
務
所
占
用
調
整

課☎
９
４
‐
９
８
５
１

市
河
川
港
湾
室

（
内
線
５
６
０
８
）

水
辺
を
粋
に
楽
し
む
社
会
実

験
と
し
て
七
夕
の
夜
に
全
国
一

斉
乾
杯
を
し
ま
す
。
会
場
は
中

央
地
区
の
旧
北
上
川
沿
い
の
テ

ラ
ス（
萬
画
館
の
西
側
対
岸
）。

参
加
無
料
、
ド
リ
ン
ク
は
持
ち

寄
り
で
す

青
い
も
の

を
身

に
着
け
て
７
月
７
日
（
金
）
午

後
７
時
７
分
ま
で
に
会
場
に
お

集
ま
り
く
だ
さ
い
。

□申
・
□問

国
土
交
通
省
北
上
川
下
流
河

川
事
務
所
調
査
課

☎
９
４
‐
９
８
４
７

市
河
川
港
湾
室

（
内
線
５
６
０
８
）

川
の
水
質
に
つ
い
て
学
ぶ
た

め
、
水
辺
に
生
息
す
る
水
生
生

物
の
調
査
を
し
ま
す
。
ま
た
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ひ
た
か
み
水
の
里

に
よ
る
カ
ヌ
ー
体
験
も
あ
り
ま

す
。

と
き

８
月
６
日
（
日
）
午
前

８
時

分
〜
午
後
３
時

調
査
場
所

内
の
原
川
（
真
野

川
支
流
）

集
合
場
所

総
合
運
動
公
園
駐
車
場

対
象

市
内
小
・
中
学
生

※
小
学
校
３
年
生
以
下
の
方
は

保
護
者
同
伴
必
須
。

定
員

人
〔
先
着
〕

料
金

６
０
０
円
（
保
険
料
）

申
込
方
法

住
所
・
氏
名
・
学
年
・
電
話

番
号
を
記
入
の
上
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま

た
は
は
が
き
で
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

申
込
期
限

７
月

日
（
水
）
必
着

□申
・
□問

〒
９
８
６
‐
８
５
０

１
（
住
所
不
要
）

環
境
課
（
内
線
３
３
６
９
）

Ｆ
Ａ
Ｘ
２
２
‐
６
１
２
０

４市報 いしのまき 平成 年( 年)７月１日号 ４市報 いしのまき 平成 年( 年)７月１日号
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●18歳未満の子どもに関する相談 県東部児童相談所（石巻合同庁舎）

午前８時 分～午後５時 分 土日・祝日を除く ☎95‐1121

●子育てに関する相談 子育て支援センター（子育て支援課）

午前９時～午後４時 土日・祝日を除く ☎24‐6848

●各地区包括支援センター ※（ ）内は担当地区

中央 石巻・中央 ☎21‐5171 河北 河北 ☎61‐1252

稲井 稲井・住吉 ☎93‐8166 雄勝 雄勝 ☎61‐3732

蛇田 蛇田 ☎92‐7355 河南 河南 ☎86‐5501

山下 山下・釜・大街道 ☎96‐2010 ものう 桃生 ☎76‐5581

渡波 渡波・荻浜 ☎25‐3771 北上 北上 ☎61‐7023

湊 湊 ☎90‐3146 牡鹿 牡鹿 ☎44‐1652

●県交通事故相談（県石巻合同庁舎３階県民サービスセンター）

午前８時 分～午後４時 分 土日・祝日を除く

☎95‐1411（内線241）

●交通事故に伴う自動車保険請求相談（そんぽＡＤＲセンター東北）

午前９時 分～午後５時 土日・祝日を除く ☎0570‐022808

●弁護士による無料法律相談（市役所２階市民相談センター相談室）

日 火 かもめ法律事務所 中尾弁護士

日 火 うみかぜ法律事務所 高橋弁護士

午前 時 分～午後４時

定 員 １日９人〔先着〕 予約受付開始 ３日 月 午前９時

□申・□問 市民相談センター（内線2532・2533）

●仙台弁護士会無料相談（石巻駅前ビル４階、穀町 ‐ 石巻法律

相談センター）

月～金曜日 祝日を除く 午後１時 分～４時 分

日曜日 祝日を除く 午前 時 分～午後４時 分

※震災時被災３県に在住の方は刑事事件・法人を除き全て無料です。

□申・□問 仙台弁護士会法律相談センター ☎022‐223‐2383

午前 時～午後５時〔先着〕 ※土日・祝日を除く

※当日の相談予約・キャンセルは直接、石巻法律相談センターへ

午前 時～午後３時 ☎23‐5451

●司法書士による無料法律相談会

（いせんばプラザ102号、石巻司法書士相談センター）

毎週水・土曜日 祝日を除く 午後１時30分～４時30分

※司法書士が無料で相続登記・法律相談に応じます。予約優先。

□申・□問 石巻司法書士相談センター ☎96‐3611

午前９時～午後５時 土日・祝日は除く

東北財務局では、借金返済に関する相談に応じています。専門

相談員が相談者の悩みを丁寧に聞き、必要に応じて弁護士・司法

書士などの専門家に引き継ぎを行っていますので、まずは気軽に

電話してください。

□申・□問 東北財務局 金融監督第三課 多重債務相談窓口

受付・月～金曜日 午前９時～正午・午後１時～５時

（祝日、年末年始を除く）

仙台市青葉区本町三丁目３‐１ 仙台合同庁舎Ｂ棟５階

☎022‐266‐5703

返しきれない借金で悩んでいませんか？

１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１０
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３５ １１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１ ４

３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３

２

起業したい・子育てしながら働きたい・家族の事を相談したい…

など、女性活躍や男女共同参画の悩みの相談を受け付けます。

石巻地区受託者 ＮＰＯ法人石巻復興支援ネットワーク

相談電話番号 ☎080‐1664‐2936

開設期間 ９月 日 金 まで 土日・祝日を除く

開設時間 午前 時～午後８時

※原則電話相談となります 相談は無料です 通話料がかかりま

す

※要望により面接相談 要予約 を行っています。

※必要に応じて他の相談機関をご案内します。

□申・□問 ＮＰＯ法人石巻復興支援ネットワーク ☎23‐8588

□問 市地域協働課（内線4234）

女性活躍促進相談の窓口を開設

１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１０
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
５ １１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１ ４

３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３

２

●行政書士相談（要予約）

日 火 午前 時～午後３時 市役所２階相談室Ａ・Ｂ

□申・□問 宮城県行政書士会石巻支部 ☎95‐3820

●行政相談

３日 月 午前 時～午後３時 北上保健センター

日 水 午後１時 分～３時 分 石巻中央公民館楽屋

日 水 午後１時～３時 分 河南総合支所第２庁舎１階会議室

●県政に関する相談（県石巻合同庁舎３階県民サービスセンター）

午前８時 分～午後４時 分 土日・祝日を除く

☎ ‐ 内線241

●物忘れ相談（開成仮診療所）

と き 日 木 午後１時 分

定 員 ２件〔先着〕 ※要予約

※定員超過の場合は別日に２件まで対応を検討します。

□申・□問 介護保険課（内線2437）

●女性のための面接相談（市役所２階相談室Ｂ）

心身不調、人間関係、夫婦問題、ＤＶなどのさまざまな問題に無料

で応じます。

と き 日 水 午前 時 分、午後１時、午後３時 分

定 員 １日３人〔先着〕 ※要予約

担 当 田口 京子（日本フェミニストカウンセリング学会認定カウンセラー）

□申・□問 地域協働課（内線4234）

●県消費生活相談（石巻合同庁舎３階県民サービスセンター）

午前９時～午後４時 土日・祝日を除く ☎93‐5700

●市民生活相談（市役所２階・市民相談センター）

※時間はいずれも午前９時～午後５時

市民相談（内線2532） ※土日・祝日を除く

家庭児童相談（内線2534） ※月・火・木・金曜日

少年相談（内線2533） ※月・火・水・木曜日

消費生活相談（☎23‐5040） ※土日・祝日を除く

●虐待・ＤＶ相談（市役所２階・虐待防止センター）

午前８時30分～午後５時 ※土日・祝日を除く

内線2535・2538・2539・2543 直通☎23‐6614

※児童、高齢者、障害者の各種虐待相談およびＤＶ相談

●年金に関する相談（石巻年金事務所 ☎22‐5115）

・毎週月曜日（休日のときは翌日）は相談時間を午後７時まで延長

します。

・休日年金相談 ８日 土 午前９時 分～午後４時

●無料人権相談

３日 月 午前 時～午後３時 北上保健センター

日 水 午前 時～午後３時 河南総合支所第２庁舎１階会議室

日 金 午前 時～午後３時 河北総合支所

□問 仙台法務局石巻支局 ☎22‐6188

●農家相談（河北総合支所３階会議室）

日 木 受付時間 午後１時 分

詳細については、事前に問い合わせください。

※農地法許可申請受付期間 ４日 火 ～７日 金

□問 農業委員会事務局 ☎62‐4826

《
ニ
セ
警
告
音
に
だ
ま
さ
れ
な

い
で
》

ネ
ッ
ト
利
用
中
に
、
突
然
警

告
音
が
鳴
り
出
し
て
「
ウ
イ
ル

ス
感
染
」
な
ど
の
表
示
が
消
え

ず
、
画
面
上
の
電
話
番
号
に
連

絡
さ
せ
る
よ
う
に
仕
向
け
る
事

例
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

電
話
す
る
と
「
警
告
音
と
ウ

イ
ル
ス
を
消
す
」
と
言
っ
て
、

ソ
フ
ト
な
ど
を
購
入
さ
せ
ら

れ
、
料
金
を
請
求
さ
れ
て
し
ま

う
の
で
、
決
し
て
連
絡
し
て
は

い
け
ま
せ
ん
。

音
や
画
面
表
示
が
出
て
も
、

慌
て
ず
落
ち
着
き
ま
し
ょ
う
。

日
頃
か
ら
、
危
険
な
サ
イ
ト

に
接
続
さ
れ
な
い
よ
う
に
、
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
対
策
を
こ
こ
ろ

が
け
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

〈
弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相

談
〉日

程
な
ど
は
「
７
月
の
相
談

あ
ん
な
い
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

□問

市
民
相
談
セ
ン
タ
ー

（
消
費
生
活
相
談
）

☎
２
３
‐
５
０
４
０

と
き

月
３
日
（
金
・
祝
）

午
前
９
時

分
〜
午
後
３
時

と
こ
ろ

遊
楽
館

※
「
第

回
か
な
ん
ま
つ
り
」
の
会
場
内

対
象①

環
境
問
題
へ
の
関
心
を
高

め
、
環
境
保
全
行
動
の
実
践
に

つ
な
が
る
も
の

②
イ
ベ
ン
ト
自
体
が
環
境
に

配
慮
し
た
も
の

定
員

２
団
体
程
度
（
応
募
多

数
の
場
合
は
、
市
で
調
整
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
）

料
金

無
料

※
た
だ
し
、
利

益
が
生
じ
る
も
の
に
つ
い
て

は
、
売
り
上
げ
の

％
程
度
を

地
球
環
境
基
金
へ
寄
付
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

申
込
方
法

参
加
希
望
の
旨
、
団
体
名
、

代
表
者
の
住
所
・
氏
名
・
電
話

番
号
、
イ
ベ
ン
ト
の
内
容
を
記

入
の
上
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
Ｅ
メ

ー
ル
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限

７
月

日
（
金
）

□申
・
□問

環
境
課
（
内
線
３
３
６
９
）

Ｆ
Ａ
Ｘ
２
２
‐
６
１
２
０

嘗創
業
予
定
者
や
起
業
後
の
事

業
者
な
ど
が
直
面
す
る
経
営
課

題
解
決
の
た
め
、
日
本
政
策
金

融
公
庫
職
員
に
よ
る
無
料
個
別

相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
事
業

計
画
の
作
成
や
資
金
調
達
、
経

営
改
善
な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま

す
。
創
業
以
外
で
の
資
金
相
談

も
可
能
で
す
。

と
き

７
月

日
（
金
）

①
午
前

時
〜

時

②
午
前

時
〜
正
午

③
午
後
１
時
〜
２
時

④
午
後
２
時
〜
３
時

定
員

各
時
間
帯
に
つ
き
１
組

前
記
の
相
談
日
以
外
で
も
随

時
可
能
で
す
の
で
、
事
前
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

と
こ
ろ

石
巻
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス

館
１
階
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
ル
ー
ム

（
開
成
１
‐
３
５
）

申
込
方
法

電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
し
込
み
く
だ

さ
い

（
要
事
前
予
約
）

□申
・
□問

「
Ｉ
｜
Ｂ
ｉ
ｚ
」
Ｉ

Ｓ
Ｓ
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
（
石
巻
産
業
創
造
内
）

☎
９
８
‐
８
７
８
２

Ｆ
Ａ
Ｘ
９
３
‐
９
３
９
７

□問

市
産
業
推
進
課

（
内
線
３
５
４
７
）
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長な
が

瀬せ

拓た
く

也や

さ
ん

歳

富
山
県
射
水
市
か
ら
派
遣

加か

藤と
う

友と
も

英ひ
で

さ
ん

歳

愛
知
県
北
名
古
屋
市
か
ら
派
遣

ご
縁
に
感
謝

東
日
本
大
震
災
後
、
宮
城
県

内
外
の
津
波
被
災
地
を
何
度
も

訪
れ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

し
ま
し
た
。
仕
事
で
直
接
応
援

し
た
い
と
思
い
、
毎
年
、
派
遣

希
望
を
出
し
て
い
ま
し
た
が
、

今
年
４
月
、
や
っ
と
希
望
が
か

な
い
ま
し
た
。

法
人
市
民
税
や
市
税
に
関
す

る
証
明
書
の
交
付
事
務
を
行
っ

て
い
ま
す
。

定
年
ま
で
の
２
年
、
石
巻
市

民
の
一
人
と
し
て
、
し
っ
か
り

復
興
へ
の
お
手
伝
い
を
し
て
い

き
ま
す
。

次
に
ど
こ
か
で
起
こ
る
大
震

災
に
備
え
て
「
石
巻
モ
デ
ル
」

「
石
巻
魂
」
を
伝
え
て
い
け
る

よ
う
な
石
巻
に
な
っ
て
ほ
し
い

で
す
ね
。

浸
水
対
策
に
汗
流
す

東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
た

方
々
の
役
に
立
ち
た
い
と
思
っ

て
い
た
の
で
、
今
回
募
集
が
あ

っ
た
際
に
即
、
「
行
き
た
い
で

す
」
と
手
を
挙
げ
ま
し
た
。

４
月
に
赴
任
し
、
旧
北
上
川

西
部
と
市
役
所
周
辺
の
雨
水
幹

線
整
備
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

道
路
や
河
川
な
ど
の
管
理
者
、

地
元
関
係
者
と
協
議
、
説
明
を

行
っ
て
い
ま
す
。
浸
水
対
策
は

喫
緊
の
課
題
な
の
で
、
協
議
が

難
航
し
な
い
よ
う
に
丁
寧
な
対

応
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

少
し
の
雨
で
も
冠
水
す
る
場

所
が
あ
り
、
目
立
た
な
い
所
で

の
復
興
は
ま
だ
ま
だ
と
感
じ
ま

す
。
自
分
の
仕
事
を
通
じ
て
石

巻
が
災
害
に
強
い
ま
ち
に
な
る

よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。

７月１日 土 から市立病院開成仮診療所の診療日が次のとおり変更となり

ます。

月曜・木曜・金曜日 午前８時 分～ 時 分（午後休診）

火曜・水曜日 休診日

□問 市立病院開成仮診療所 ☎23‐3200

さ
ま
ざ
ま
な
紙
ひ
も
で
作
品

知
人
や
孫
ら
に
プ
レ
ゼ
ン
ト

我

ク
ラ
フ
ト
手
芸
ミ
ニ
か
ご
作
り
サ
ー
ク
ル
の
皆
さ
ん

手
提
げ
バ
ッ
グ
作
り
を
楽
し
む
参
加
者

整形外科を受診される方で、膝の痛みを訴える方も多くいらっしゃいます。

その中で最も多い病気が変形性膝関節症です。膝関節では骨同士が直接ぶつ

からないように表面が軟骨でおおわれています。変形性膝関節症とは、この

軟骨がすり減ってしまい、骨と骨が直接ぶつかって炎症をおこし、徐々に変

形してくる状態をいいます。

変形性膝関節症では①歩きはじめや長時間歩いた後に痛みを感じる②膝に

水がたまり、にぶい痛みが続き、膝の動きが悪くなるなどの症状があります。

治療法には「保存療法」と「手術療法」があります。保存療法には①運動

療法（筋力強化訓練、可動域訓練など）②薬物療法（鎮痛剤・関節内注射な

ど）③装具療法（サポーター、足底板など）があります。手術療法には①関

節鏡視下手術②骨切り術③人工関節置換術があります。

軽度の変形性膝関節症では運動療法だけでも痛みの改善が見込まれます

が、重度の変形性膝関節症では手術療法のなかでも人工関節置換術が適応に

なります。いろいろな治療法の中から患者さんの状態に応じて適切な治療法

を選択することが大切です。

膝の痛みでお困りの方は、一度最寄りのクリニックを受診してはいかがで

しょうか。

第25回

石巻市立病院 整形外科部長 千葉 仁志

毎
月
最
終
月
曜
日
の
午
後
１

時
か
ら
３
時
ま
で
、
市
復
興
ま

ち
づ
く
り
情
報
交
流
館
雄
勝
館

で
、
紙
ひ
も
を
使
っ
た
作
品
作

り
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

も
と
も
と
は
、
雄
勝
に
住
む

女
性
３
人
が
趣
味
で
習
っ
て
い

た
か
ご
作
り
で
す
。昨
年
４
月
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
雄
勝
ま
ち
づ
く
り

協
会
の
主
催
と
な
り
、
新
た
な

メ
ン
バ
ー
を
募
集
し
て
サ
ー
ク

ル
が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

毎
回
、
バ
ッ
グ
や
く
ず
か
ご

な
ど
一
つ
の
テ
ー
マ
を
決
め
、

講
師
の
手
ほ
ど
き
を
受
け
な
が

ら
製
作
し
ま
す
。
今
回
は
手
提

げ
バ
ッ
グ
で
し
た
。

作
り
方
の
図
面
を
見
な
が

ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
柄
や
幅
の
紙

ひ
も
を
縦
横
に
編
ん
で
い
き
、

へ
り
を
接
着
剤
で
接
合
し
て
完

成
で
す
。
多
く
の
メ
ン
バ
ー
が

２
時
間
で
一
つ
の
作
品
を
作
り

上
げ
ま
し
た
。

講
師
の
指
導
を
し
っ
か
り
聞

い
て
作
っ
て
い
け
ば
、
初
参
加

で
も
丈
夫
な
物
が
で
き
ま
す
。

作
っ
た
作
品
は
普
段
使
い

の
ほ
か
、
知
人
や
孫
な
ど
に
プ

レ
ゼ
ン
ト
す
る
参
加
者
も
多

く
、
「
喜
ば
れ
る
の
が
と
て
も

う
れ
し
い
ん
で
す
よ
」
と
声
を

弾
ま
せ
る
メ
ン
バ
ー
も
い
ま
し

た
。製

作
中
の
会
話
に
も
花
が
咲

き
ま
す
。
か
ご
の
作
り
方
や
ま

ち
の
話
題
な
ど
、
手
を
動
か
し

な
が
ら
も
話
は
尽
き
ま
せ
ん
。

参
加
者
に
と
っ
て
は
、
月
１
回

の
大
切
な
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
の
時

間
と
な
っ
て
い
ま
す
。

メ
ン
バ
ー
の
阿
部
文
子
さ
ん

は
「
こ
つ
こ
つ
作
っ
て
出

来
上
が
る
喜
び
が
大
き
い
で
す

ね
。
話
し
な
が
ら
作
る
と
よ
り

楽
し
い
し
、
気
分
転
換
に
も
な

り
ま
す
」
と
サ
ー
ク
ル
の
魅
力

を
話
し
て
い
ま
し
た
。

結
成
以
来
、
誰
一
人
、
サ
ー

ク
ル
を
や
め
る
メ
ン
バ
ー
が
い

な
い
こ
と
も
、
こ
の
サ
ー
ク
ル

が
楽
し
い
こ
と
の
証
と
言
え
そ

う
で
す
。

１０市報 いしのまき 平成 年( 年)７月１日号 １０市報 いしのまき 平成 年( 年)７月１日号
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⊃

笑
顔
創
造
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

牡鹿中学校生徒会（

人）の「笑顔創造プロジ

ェクト」が５月 日に行

われました。

４班に分かれ、地区の

仮設住宅や福祉施設など

カ所を巡り、周辺のご

みを拾ったり、住民らに

侍ソーランを披露したり

しました。

プロジェクトは「震災

後の住民を笑顔にしたい」と平成 年から実施しています。本年度最初

の活動に、住民らは笑顔で声援を送っていました。
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⊃

交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ

日
達
成

桃生地区は４月 日で

交通死亡事故ゼロ500日

を達成し、４月 日に桃

生総合支所会議室で河北

署からの感謝状贈呈式が

ありました。

交通安全団体など関係

者約 人が出席し、佐々

木雅弘河北署長が菅原満

桃生総合支所長に感謝状

を手渡しました。

関係者は、これからも交通安全運動や飲酒運転追放活動などに積極的

に取り組んでいく決意を新たにしました。
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⊃

運
動
会
で
「
鹿
又
音
頭
」

鹿又地区に伝わる「鹿

又音頭」と踊りが５月

日、鹿又小学校の運動会

で披露されました。

全校児童と保存会、住

民ら約300人が大きな輪

をつくり、盆踊り風の振

り付けで踊りを楽しみま

した。

鹿又音頭は町村合併

昭和 年 前の旧鹿又村

で生まれたご当地ソング 地域の絆づくりに携わる住民らで２年前、

約 年ぶりに復活、児童にも地域学習の一環で受け継がれています。
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⊃

男
の
介
護
教
室

雄勝地区「男の介護教

室」（市社会福祉協議会

主催）が５月 日、熊沢

コミュニティセンターで

開講しました。

男性が調理を迫られる

状況を想定し、調理実習

を中心に３回実施しま

す。

今回は男性 人が参

加。豚肉と野菜の蒸し料

理を作って試食し、出来栄えを語り合いました。家族が突然倒れた場合

の対処法や、食べることの意味を考える講話もありました。
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⊃

上
品
山
牧
場
で
放
牧
始
ま
る

市営河北上品山牧場で

５月 日、繁殖用黒毛和

種の雌牛 頭の放牧が始

まりました。

畜産農家の経費や労力

の削減と牛の健康増進、

ストレス解消による受胎

率向上が目的です。

戸の農家からトラッ

クで運び込まれた牛たち

は、健康チェックの後、

広大な牧草地を気持ちよさそうに走り回ったり、草をはんだりしてい

ました。放牧は 月１日まで行われます。
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⊃

春
の
山
野
草
展

北上文化協会山野草愛

好会の春の山野草展が５

月 、 日に「にっこり

サンパーク」クラブハウ

スで開かれました。

会員３人が育てたイワ

カガミ、クロユリ、カン

アオイ、オモト、イワヒ

バなど約 種類の山野草

約100鉢を展示。

市内外から約 人が訪

れ、愛らしい花や美しい姿を観賞していました。鈴木恒雄代表 は

「会員を募集しています」と話しています。
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⊃

誘
致
の
大
型
客
船
寄
港

石巻港に５月 日、大

型客船「ぱしふぃっくび

いなす」が入港しました。

石巻港大型客船誘致協

議会は、開港 周年記念

事業として「ウェルカム

フェスタ2017」を開催。

伝統芸能を披露したり、

地場産品や復興商品を販

売したりしました。

乗客を対象に、被災地

巡りや金華山観光などのツアーも実施されました。６月 日には「飛鳥

Ⅱ」、 日には「にっぽん丸」も寄港しました。
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⊃

サ
ン
・
フ
ァ
ン
祭
り

復元船「サン・ファン

・バウティスタ号」の誕

生日（1993年５月 日）

を祝う第 回サン・ファ

ン祭り（実行委員会主催）

が５月 日、渡波の県慶

長使節船ミュージアム

（サン・ファン館）とサ

ン・ファンパークで開か

れました。

学校や市民団体が音楽

演奏や郷土芸能、チアリーディングなどを披露。出店ではイタリアや

スペイン料理も販売され、大勢の市民や観光客でにぎわいました。
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